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福
島
第
一原
発
の

汚
染
水
対
策
に
つ
い
て

誇辞
獅
鶏
月“
権
一”嗽
ｊ

福
島
原
発
の
汚
染
水
問
題
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
原
発
事
故
以
来
二
年
以
上
経
過
し
た

が
い
未
だ
に
場
当
た
り
的
な
汚
染
水
処
理
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
問
題
占
は̈
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま
た
恒

久
的
な
対
策
は
あ
る
の
か
、
東
電
の
原
子
力
発
電
所
の
除
染
に
携
わ
っ
た
経
験
を
も
と
に
独
自
の
視
点
で

述
べ
て
み
た
い
。

福
島
第

一
原
発
に
あ
っ
た
放
射
能
の
総
量

現
在
、
汚
染
水
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
最
終
目
的
で
あ
る
廃
炉
作
業
に
向
け
て
、
放
射
能
の
総

量
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
つ
原
子
炉
が
緊
急
停
止

（ス
ク
ラ
ム
）
し
た
二
〇

一
一
年
二
月
十

一
日
時
点

で
、
福
島
第

一
原
発
１
～
６
号
機
の
格
納
容
器

（炉
心
）
と
使
用
済
み
核
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
に
存
在
し
た

放
射
性
物
質
の
総
量
は
、
七
億
二
千
万
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
で
あ
る
と
東
京
電
力
が
発
表
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
大
き
な
問
題
は
燃
料
棒
の
溶
融

（東
電
の
表
現
は
損
傷
）
や
メ
ル
ト
ス
ル
ー

（メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
た
核

燃
料
が
圧
力
容
器
を
突
き
破
り
外
部
に
露
出
）
寸
前
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
１
～
３
号
機
の
炉
心
や
３

～
４
号
機
の
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
だ
け
で
も
計
六
億
七
千
万
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
（放

射
能
総
量
の
九
二
％
相
当
）

ど
の
く
ら
い
外
部
に
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
た
の
か

ベ
ン
ト
抜
き
作
業
や
水
素
爆
発
い
さ
ら
に
汚
染
水
の
漏
え
い
に
よ
り
、
大
気
中
小
土
壌
、
海
水
、
地
下

水
な
ど
に
大
量
に
放
出
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
放
射
能
総
量
の
一
～
二
％
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

全
貌
は
未
だ
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
な
ど
に
滞
留
し
て
い
る
高
濃
度
汚
染
水
は
七
万
四

千
ト
ン
で
セ
シ
ウ
ム
ー
３
７
は
十
二
万
六
千
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
ヽ
放
射
性
物

質
の
放
出
は
毎
日
続
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
１
号
機
か
ら
３
号
機
ま
で
は
、
強
制
的
に
冷
却
水
を

送
り
込
む
こ
と
で
核
燃
料
を
と
り
あ
え
ず
冷
却
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
核
燃
料
の
冷
却
は
少
な
く
と
も
今

後
十
数
年
は
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
何
ら
か
の
不
測
の
事
態

（大
地
震
、
津
波
、
人
為
ミ
ス
、

す
べ
て
の
外
部
電
源
の
喪
失
な
ど
）
が
起
き
た
場
合
、
原
子
炉
の
冷
却
が
不
可
能
に
な
り
、
さ
ら
な
る
放

射
性
物
質
の
旗
臓
が
予
想
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

よ
じ

む
ら

　

　

か
ず

な
り

吉
村
　
和
就

И
微

０
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国
際
的
な
事
故
評
価
尺
度

（Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
）
の
変
遷
　
　
　
一一
　
　
一・　
・
●

事
故
直
後
は
、
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全

・
保
安
院
と
原
子
力
安
全
委
員
会
は
普
定
評
価
で
レ
ベ
ル
４

と
し
て
い
た
。　
一
一
年
三
月
十
八
日
に
米
国
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
に
匹
敵
す
る
レ
ベ
ル
５‐
に
彊
き

上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
四
月
十
日
の
統

一
地
方
選
挙
が
終
了
し
た
翌
々
日
の
十
二
日
、
原
子
力
史
上
最
悪

の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
匹
敵
す
る
レ
ベ
ル
７
に
引
き
上
が
ら
れ
た
。
海
外
の
原
子
力
関
係
機
関

は
当
初
か
ら
重
大
事
故
の
レ
ベ
ル
７
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
気
象
庁
は
キ
セ
ノ
ン

ー
３
３
の
解
析
を
も
と
に
福
島
事
故
は
チ
エ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
二

・
五
倍
に
匹
敵
す
る
と
指
摘
し
て
い

た
。
貧

一
年
十

一
月
）
最
近
に
な
り
東
京
電
力
は
、
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
セ
シ
ウ
ム
ー
３
７
総
量
は

一
二
年
二
月
時
点
で
、
チ
エ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
四
倍
で
、
広
島
原
爆
の
四
千
二
十
三
個
分
で
あ
る
と
発

表
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
．

汚
染
水
量
低
減
対
策
に
つ
い
て

毎
日
流
入
す
る
地
下
水
四
百
ゴ
を
低
減
さ
せ
る
様
々
な
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

建
屋
貫
通
部
の
上
水
、
外
壁
貫
通
部
の
総
数
は
八
百
八
十
ヶ
所
で
、
地
下
水
に
常
時
水
没
し
て
い
る
建

屋
貫
通
部
は
、
五
百
九
十
ヶ
所
で
全
体
の
六
七
％
を
占
め
、
■
レ
ン
チ
お
よ
び
共
通
配
管
ダ
ク
ト
等
に
接

続
す
る
貫
通
部
は
二
百
七
十
八
ヶ
所
で
あ
る
。
現
在
ま
で
止
水
さ
れ
た
の
は
三
か
所
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

配
管
ト
レ
ン
チ
の
上
水
作
業
は
高
線
量
下
で
の
滞
留
水
の
吹
き
出
し
に
よ
り
汚
染
事
故
や
気
体
状
の
放
射

性
物
質
の
放
出
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
遠
隔
操
作
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
で
あ
る
。
ま

た
、
あ―
る
貫
通
部
を
上
水
し
た
け
に
、
さ
ら
に
他
の
貰
通
部
か
ら
倍
量
の
流
入
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
よ
く

有
る
現
象
で
あ
る
。
さ
ら
に
心
配
な
こ
と
は
地
下
水
の
水
位
と
降
雨
量
と
の
関
係
で
あ
る
。
東
電
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
サ
ブ
ド
レ
イ
ン
水
位
と
地
下
水
位
と
の
相
関
係
数
は
〇

・
六
六
で
あ
り
、
降
雨
量
と
地
下
水

流
入
量
と
の
相
関
係
数
は
〇

・
五
九
で
あ
り
両
方
と
も
、
降
雨
に
対
し
て
か
な
り
敏
感
に
反
応
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

遼
水
壁
設
置
に
つ
い
て

陸
側
の
遮
水
壁
設
置
に
つ
い
て
、
本
年
五
月
に
ゼ
ネ
コ
ン
三
社
か
ら
提
案
が
な
さ
れ
、
鹿
島
の
提
案
し

た
凍
結
工
法
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
つ
（経
済
産
業
省
は
五
月
二
十
日
に
東
電
に
対
し
凍
土
壁
方
式
を
採

用
す
る
指
示
を
出
し
た
）
鹿
島
の
基
本
計
画
案
で
は
、
１
～
４
号
機
を
囲
む
よ
う
に
地
盤
を

一
・
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
掘
削
、
そ
の
地
中
に

一
定
間
隔
で
管
を
並
べ
て
打
ち
込
み
、
管
内
に
冷
却
材

（
マ

イ
ナ
ス
四
〇
℃
）
を
循
環
さ
せ
、
土
壌
を
凍
ら
せ
て
壁
を
作
り
、
こ
の
凍
土
壁
が
建
屋
内
と
外
側
の
地
下

水
の
動
き
を
遮
断
す
る
計
画
で
あ
る
。
特
徴
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
よ
る
遮
水
方
式
と
異
な
り
、
施
工
が

容
易
で
工
期
も

一
～
二
年
で
施
工
可
能
で
、
仮
に
冷
却
に
必
要
な
電
源
を
失

っ
て
も
凍
土
壁
は
数
か
月
は

解
け
ず
に
遮
水
能
力
は
保
た
れ
る
と
い
う
。
他
の
工
法

（粘
土
壁
方
式
、
グ
ラ
ベ
ル

（砕
石
）
方
式
）
に
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比
べ
良
い
提
案
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
水
の
専
門
家
か
ら
見
る
と
更
な
る
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り

一
日
四
百
ト
ン
流
入
す
る
地
下
水
の
怖
さ
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
計
画
で
は
山
側
い
陸
側
を
同
時

に
冷
却
開
始
し
凍
土
壁
を
作
る
こ
と
に
な
つ
で
い
る
が
、
長
さ

一
¨
四
キ
ロ
の
壁
を
同
時
に
凍
結
さ
せ
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
い
必
ず
水
道

（み
ず
み
ち
）
が
で
き
る
。
例
え
ば
山
側
の
凍
土
壁
に
未
凍
結
の
隙

間
が
で
き
る
と
、
パ
ス
カ
ル
の
原
理
と
同
じ
よ
う
に
凍
土
壁
で
遮
ら
れ
た
地
下
水
圧
が
、
隙
間
に
か
か
り
、

地
下
水
流
量
が
増
加
す
る
。
そ
の
結
果
建
屋
内
に
さ
ら
に
流
入
す
る
地
下
水
が
増
す
。
一
方
、
山
側
に
凍

土
壁
が
連
続
に
で
き
た
場
合
、
下
流
側
の
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
の
汚
染
滞
留
水
は
残
留
し
て
い
る
地
下
水
に

吸
引
さ
れ
る
形
で
、
海
側
へ
流
失
し
汚
染
水
を
海
に
拡
散
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
海
側
が
先
に
凍
結

す
る
と
上
流
側
の
地
下
水
位
が
増
す
こ
と
に
な
り
、
建
屋
に
さ
ら
に
地
下
水
を
流
入
さ
せ
る
結
果
と
な
る
。

地
下
水
と
建
屋
内
汚
染
水
と
の
水
位
バ
ラ
ン
ス
が
決
め
手
で
あ
り
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
実
測
デ
ー
タ
に

よ
る
精
密
モ
デ
ル
を
作
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
凍
土
に
よ
る
遮
水

壁
に
つ
い
て
は
、
計
画
策
定
ま
で
に
六
か
月
、
施
工
に
約

一
年
か
か
り
、
ま
た
大
規
模
な
凍
土
壁
の
施
工

で
十
年
を
超
え
る
運
用
実
績
が
な
く
、
連
続
的
に
冷
凍
機
を
運
転
さ
せ
る
コ
ス
ト
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
今
ま
で
の
地
下
水
対
策
が
す
べ
て
モ
デ
ル
通
り
に
い
か
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。大

深
度
地
下
貯
留
法
が
決
め
手
の
汚
染
水
対
策

今
後
ど
の
く
ら
い
汚
染
水
が
増
加
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
汚
染
水
処
理
対
策
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十

六
年
四
月
に
約
四
十
五
万
ト
ン
、
平
成
二
十
七
年
四
月
に
約
五
十
五
万
ト
ン
、
平
成
二
十
八
年
四
月
に
約

六
十
三
万
ト
ン
、
平
成
三
十
三
年

一
月
に
約
八
十
万
ト
ン
に
な
っ
た
後
、
横
ば
い
に
な
る
と
予
想
し
て
い

る
。
ま
た
同
時
に
今
後
貯
蔵
容
量
の
増
加
が
急
邊
必
要
と
な
る
リ
ス
ク
に
備
え
、
常
に
半
年
分
の
空
き
容

量
を
確
保
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
長
期
的
な
視
点
で
は
、
①
タ
ン
ク
の
大
型
化
、
②
洋
上
タ
ン

カ
ー
ヘ
の
貯
蔵
、
③
大
深
度
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
を
挙
げ
て
い
る
。
筆
者
は
今
後
四
十
年
間
、
こ
の
汚
染
水

と
闘
う
に
は
、
大
深
度
地
下
貯
蔵
方
式
を
推
奨
し
た
い
。
大
深
度
シ
ー
ル
ド
エ
法
は
日
本
が
世
界
に
誇
れ

る
技
術
で
あ
り
、
世
界
中
に
実
績
が
あ
る
。
第

一
の
理
由
は
、
そ
の
大
容
量
貯
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
容
易
に
作

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
地
震
に
対
す
る
安
全
性
も
高
く
地
上
に
比
べ
て
地
下
空
間
の
揺
れ
は
地
上
の
数
分
の

一
と
言
わ
れ
で
い
る
。
海
底
ト
ン
ネ
ル
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
遮
水
性
も
高
い
構
造
物
が
作
れ
る
。
現
在
処

理
で
き
な
い
核
種
も
、
将
来
技
術
開
発
が
進
む
ま
で
長
期
保
管
が
で
き
る
。
万

一
、
地
上
タ
ン
ク
に
不
具

合
が
生
じ
た
時
の
対
策
と
し
て
使
え
る
。
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
首
都
圏
外
郭
放
水
路

（深
度
五
十
メ
ト

ト
ル
、
容
量
約
四
十
三
万
３ｍ
）
と
同
じ
で
立
坑
と
ト
ン
ネ
ル
で
構
成
さ
れ
る
。

原
発
敷
地
内
の
地
下
深
度
五
十
～
百
メ
ー
ト
ル
に
直
径
三
十
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル
、
長
さ
千
メ
ー
ト

ル
を
二
本
構
築
す
れ
ば
、
百
四
十
万
ト
ン
の
貯
留
が
で
き
る
。
内
部
を
仕
切
る
こ
と
に
よ
り
地
下
水
の
受

け
入
れ
、
汚
染
水
貯
蔵
、
万

一
の
事
故
の
際
の
給
水
タ
ン
ク
と
し
て
も
使
え
る
。
ま
た
掘
削
土
は
現
在
、

建
屋
周
辺
に
覆
土

（
一
～
ニ
メ
ー
ト
ル
Ｙ
す
れ
ば
、
空
間
線
量
が
殆
ど
遮
薇
さ
れ
今
後
の
廃
炉
作
業
の
効

率
が
格
段
に
増
す
で
あ
ろ
う
。
今
、
大
深
度
地
下
貯
槽
の
よ
う
な
安
全
な
汚
染
水
貯
留
方
法
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
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